
学校番号

　　　

学校名

その他

教職員 保護者 教職員 地域住民等 生徒 （　　　）

７人 ２０人 ０人 ０人 ０人 0

公開学年・公
開教科（公開

授業名）

授業者名 山本　臣也

　　　　　　　　13日　１３時００分　～　　１３時３０分
　参加者　校長、教頭、保健体育科6名、実習生1名
　
　参加者から出された意見
　　球技の中でもなじみのない種目ではあるが附属の生徒は1年生から授業で
　やっているせいか高校の選抜生より上手である。一生懸命取り組んでいる成
　果と考えられる。女子は特に能力の差がはっきり出てしまう。特に投げる動
　作を今回の授業のように段階的に行うことで、できる生徒が増えると思う。
　　生徒自ら積極的に動けていた、周りの保護者も試合を見ていて盛り上がっ
　たり、激励していただいた。

２７人

　単元の目標であるシュートを狙ったところに投げれるようにすることであっ
たので、練習はパス練習から始まった。今回の授業内での試合を見ても、狙っ
た所にシュートできなくても味方に正確にパスできるようになった。
　球技の班活動も学校自体に少なく、身近で行うことができない附属の環境な
ので授業の中で多くの体験をさせ、達成感を味合わせ、できないから運動が嫌
いになる生徒を出さないのが今後の課題と考えます。

成果と課題

授業研究会
の時間･参加
者の範囲･参
加人数・参
加者から出
された主な
感想･意見

授業参観者数

（別紙様式５）

平成29年度「校外へ公開する研究授業」実施報告書

25

課程（全）屋代高校

授業公開
対象者

附属中学校3学年AB講座女子「体育」（ハンドボール）

校外の人々
の参観にあ
たって特に
配慮した取
組

　ハンドボールという競技を見ることがあまりないという観点から、見ていて
楽しい・やってみたいと思えるよう、実施している生徒たちがやらされている
授業では無く自ら工夫し、上達しようとする姿が出せれば良いと授業を展開し
ました。生徒同士の教え合う姿が出せるようにチーム編成も配慮した。
 保護者にも授業を見ていただけるよう、中学校保護者公開授業に合わせて研
究授業を実施した。

形　　態
　初任研・中堅研・教育課程研究委員会・
　小中高算数･数学研究会・その他（　　　　　　）（○をつける）

１３時　４０分～　１４時　３５分　（　５時限）

実施年月日(曜)

合計
校内 校外

授業時間(時限)

県内各高校、附属中学校保護者

平成　２９　年１０月１２日 （木）


